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第6回第6

地域課題の解決に向けた取組みについて営農部長に聞きました!

東京農業大学の酪農体験実習受け入れ

別海高校・中標津高校の生徒13名が参加。
関連大学など7団体がプレゼンテーションと
個別相談を実施（11月25日　別海本所で）

齋藤　哲範（48）
平成14年4月入組
好きな食べ物：イチゴ・牛乳
趣味：ジョギング

さいとう　　てつひろ

就
農
希
望
者
か
ら

　

営
農
サ
ポ
ー
タ
ー
に

　

私
は
、
30
歳
過
ぎ
に
脱
サ

ラ
し
て
憧
れ
の
北
海
道
を
旅

し
て
い
た
と
き
、
縁
あ
っ
て

別
海
町
で
酪
農
体
験
実
習
を

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

初
別
海
に
際
し
、
日
本
と
は

思
え
な
い
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

大
自
然
と
酪
農
地
帯
の
風
景

に
感
動
し
、
か
つ
別
海
町
に

惚
れ
込
み
、
体
験
実
習
を
経

た
後
、
移
住
し
て
酪
農
ス

タ
ッ
フ
、
Ｊ
Ａ
準
職
員
ヘ
ル

パ
ー
と
し
て
働
き
、
農
家
に

は
な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

現
在
は
営
農
部
職
員
と
し
て

担
い
手
確
保
・
育
成
等
の
業

務
に
関
わ
れ
る
こ
と
を
大
変

あ
り
が
た
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

自
身
が
成
し
得
な
か
っ
た

新
規
就
農
に
関
し
、
Ｊ
Ａ
職

員
の
立
場
で
し
っ
か
り
と
応

援
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

目
標
達
成
に
向
け
て

　
「
道
東
あ
さ
ひ
ビ
ジ
ョ
ン
２

０
２
０
」
で
掲
げ
た
目
標

「
平
成
32
年
ま
で
の
新
規
就

農
者
確
保
：
10
組
」
に
向
け

て
、
担
い
手
確
保
に
あ
た
っ

て
は
左
記
の
３
点
に
留
意
し
、

100
人
中
１
〜
２
人
か
も
し
れ

な
い
、
就
農
・
ヘ
ル
パ
ー
就

職
希
望
者
に
い
か
に
出
会
う

か
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
と
工
夫

を
講
じ
て
取
組
み
、
特
に
道

外
か
ら
の
希
望
者
は
一
大
決

心
が
必
要
で
人
生
の
転
換
点

と
な
る
こ
と
か
ら
、
単
純
に

就
職
・
就
農
面
接
の
気
持
ち

で
は
な
く
将
来
設
計
を
提
示

し
、
地
域
や
酪
農
業
の
魅
力

だ
け
で
な
く
、
大
変
さ
や
、

や
り
が
い
、
厳
し
い
寒
さ
も

し
っ
か
り
と
伝
え
た
上
、
そ

れ
で
も
来
た
い
と
い
う
方
を

親
身
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く

べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
実
際
現
場
で
関
わ
る

担
当
者
や
就
農
希
望
者
、
新

規
就
農
者
等
の
声
を
反
映
さ

せ
る
な
ど
柔
軟
性
を
も
っ
て

取
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

　

間
接
的
な
後
継
者
確
保
・

育
成
に
向
け
た
取
組
み
と
し

て
は
、
管
内
の
農
業
高
校
生

が
農
業
大
学
・
専
門
学
校
の

生
の
情
報
を
得
る
こ
と
を
目

的
に
「
農
業
関
係
学
校
進
学

相
談
会
」
を
管
内
Ｊ
Ａ
で
連

携
し
、
３
年
前
か
ら
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　

個
人
的
に
は
、
進
学
先
で
、

①
専
門
的
・
実
践
的
な
農
業

を
学
ん
で
ほ
し
い
、
②
人
生

の
恩
師
と
な
る
先
生
と
の
出

会
い
や
一
生
付
き
合
え
る
仲

間
づ
く
り
に
励
ん
で
ほ
し
い
、

③
地
元
を
ち
ょ
っ
と
離
れ
て

客
観
的
に
み
る
こ
と
で
、
別

海
町
や
根
室
市
の
大
い
な
る

魅
力
を
再
発
見
し
て
頂
き
た

い
で
す
。

　

今
後
も
、
各
支
所
組
合
員

の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
を
頂
き

な
が
ら
、
酪
農
体
験
実
習
の

受
け
入
れ
実
施
、「
新
農
業
人

フ
ェ
ア
」
へ
の
出
展
に
よ
る

担
い
手
の
確
保
等
、
地
域
・

関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
た

取
組
み
を
継
続
し
て
参
り
ま

す
の
で
ご
理
解
・
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

① 人を発掘する
農業人フェア、学校訪問、
ホームページ、求人サイト、
関係者間の連携＋信頼と熱意

② 受け入れ体制を整備
体験実習メニュー、助成制度
雇用条件・住宅、受入農場・
職場環境、教育研修体制等の
充実

③ 就農・就労希望者の人生
設計プラン例を提示・親
身に相談対応する

第6第第
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11
月
20
日
、
別
海
中
央
小
学
校

の
児
童
が
Ｊ
Ａ
本
所
を
訪
れ
、
手

指
用
の
消
毒
ス
プ
レ
ー
１
個
を
寄

贈
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
同
校
６
年
生

に
よ
る
総
合
学
習
の
一
環
で
、
資

源
ご
み
の
回
収
活
動
で
得
た
収
益

金
で
児
童
が
購
入
し
、
Ｊ
Ａ
で
は

齊
藤
常
務
が
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

消
毒
ス
プ
レ
ー
は
、
本
所
管
理

部
前
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
設
置
し
、

児
童
に
よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
書
か

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

い
た
だ
き
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

青
年
部
べ
つ
か
い
支
部
で
は
、
別
海
地
区
と
上
風

連
地
区
で
各
地
区
の
部
員
に
よ
る
食
育
活
動
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

別
海
地
区
で
は
10
月
21
日
、
別
海
保
育
園
で
バ

タ
ー
作
り
や
酪
農
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
参
観
日
の
た
め
、
多
く
の
親
御
さ
ん
も
お
り
、

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
く
バ
タ
ー
を
作
る
様
子
が

う
か
が
え
ま
し
た
。

　

上
風
連
地
区
で
は
８
月
10
日
、
ア
イ
ス
作
り
を
行

い
ま
し
た
。
大
き
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
容
器
に
ア
イ

ス
の
も
と
を
入
れ
た
小
さ
い
容
器
を
入
れ
、
そ
れ
を

園
児
皆
で
転
が
し
て
作
り
ま
し
た
。
２
組
に
分
か
れ

て
競
争
し
な
が
ら
作
る
様
子
は
と
て
も
楽
し
そ
う
で
、

出
来
上
が
っ
た
ア
イ
ス
を
と
て
も
愛
し
そ
う
に
食
べ

て
い
ま
し
た
。

資
源
回
収
で
消
毒
液
寄
贈

保
育
園
で
ア
イ
ス
・
バ
タ
ー
作
り

青年部べつかい支部食育活動

別海中央小学校 総合学習
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表1　フリーの飼養形態における広さの考え方

表２　係留の場合の注意点

形　　態 スペースの考え方・目安

フリーバーン

　前期

　後期（分娩前３週間）

フリーストール

　前期

　後期（分娩前３週間）

休息スペースとしての広さ

　10～12㎡/頭

　12～14㎡/頭

ベッドの数と1頭あたりの飼槽幅を比べて、より
少ない（せまい）方で考える

　収容頭数以上にしない（飼槽幅：60cm/頭以上）

　収容頭数の８割以下（飼槽幅：75cm/頭以上）

ニューヨークタイストール等、自由度の高い係留方法を選択

尿溝にスノコを設置して牛床の長さを確保

搾乳牛の餌を食べないように、盗食防止の工夫が必要（写真1）

初妊牛と経産牛（強い牛）の競合に注意した並べ方

他の牛舎から移動する場合は、遅くても２週間前まで

あと二口食わせる技術

　乾乳期は、母子ともに健康な状態で分娩を迎えるための大切な準備期間です。
　分娩前後は免疫力が低下しやすい時期でもあり、この時期の乾物摂取量低下は、周産期疾病発症
の原因となります。乾乳牛は、胎児の急激な成長により第一胃が圧迫され、生理的に乾物摂取量が
落ちやすくなりますが、環境ストレスにより、さらに乾物摂取量を落とすことがないように、１つ
１つのストレスをできるだけ小さくする必要があります。
　
①自由に動ける、広さに余裕のある飼養場所の確保

 できるだけ自由に動ける飼養形態
をとりましょう。その場合、行き
止まりの無いレイアウトとし、広
さを確保することで競合によるス
トレスを避けましょう（表1）。
　また、やむを得ず係留する場合
は、以下の点に注意しましょう
（表2）。

②寝起きが楽にできる、安心して歩ける環境

・牛床マットを利用し、滑らず、やわらかい寝床を用 
　意しましょう（ＪＡ等の助成も有効利用！）（写真２）。
・乾いた敷料を、たっぷり入れましょう。
・特に冬期間は、乾乳牛といえどもお腹を冷やさない
　ことが大切です。
・土を踏ませることで蹄の休息になりますが、その際
　は、十分な面積の確保、排水、適度な掃除により、
　凸凹やぬかるみを防止することが必須です。

Ⅰ 乾乳牛編　～ここでの管理が次乳期の乾物摂取量を左右する重要な期間!!～

写真２　牛床マットと敷料を敷いた乾乳牛舎（分娩房）

写真１　ニューヨークタイストールに自作の
　　　　盗食防止板を設置

シリーズ
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アンケート調査による道内酪農場
における乾乳期の飼養管理の実態

根釧農業試験場　地域技術グループ　松井　義貴

１．はじめに

　酪農においては、分娩前後に起こる周産期疾病の低減が重要な課題である。そのため、道内主要
酪農地帯である道東と道北で、各地域の実態把握のため、平成27年度に乾乳期の飼養管理に関わる
アンケート調査を行い、道東あさひ農協441戸を含む2,290戸から回答をいただいた。

２．地域別の乾乳期の飼養管理実態

　経産牛飼養頭数が100頭未満の酪農場は、宗谷・留萌とオホーツク管内で多い傾向であった（表
1）。乾乳施設のつなぎ飼い形式は、十勝管内で少なく、宗谷・留萌とオホーツク管内で多かった。
分娩施設のつなぎ飼い形式も、十勝管内で少なく、宗谷・留萌とオホーツク管内で多かった。
　道内平均に近い経産牛年間乳量9,000kgを基準として、基準以上の戸数割合をみると、十勝とオ
ホーツク管内で50%を超えているのに対し、根室、釧路と宗谷・留萌管内では20%前後と少な
かった。
　乾乳期飼料に関して、宗谷・留萌管内で74%、釧路と根室管内で70%が乾乳前期と後期に分け
ていなかった。また、乳量水準の高いオホーツクと十勝管内では、乾乳期に混合飼料（ＴＭＲ）や
乾乳後期にとうもろこしサイレージ（ＣＳ）を給与する酪農場が多かった。
　乾乳施設の休息場所（牛床スペース）は、釧路と宗谷・留萌管内で狭い酪農場が多く、分娩施設
の休息場所は、宗谷・留萌と根室管内で狭い酪農場が多かった。休息場所面積が１頭あたり2.0㎡
未満では、通常のストールよりも狭く、分娩施設の場合には悪影響が危惧される。乾乳施設と分娩
施設の敷料に関して、根室と釧路管内で未使用の酪農場が多く、宗谷・留萌管内ではすべてが使用
していた。
　起立不能発生率は十勝管内の酪農場で高い傾向を示し、第四胃変位発生率はオホーツクと十勝管
内の酪農場で高い傾向を示した。疾病発生率が高い酪農場においては、栄養面や施設面からの総合
的な対策が必要である。
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●【経営科】農ク全国大会に出場しました
　１０月２５日(水)、２６日(木)に岡山県で日本学校
農業クラブ全国大会が開催され、意見発表会では３年
生の守屋美紅さん、農業鑑定競技では３年生の小笠原
陽君と南澤　茜さん
が畜産コースに出場
しました。大会結果
は、３名とも入賞は
なりませんでしたが、
これまでの練習や学
習で努力してきた成
果は出し切れたとの
ことでした。大会式典では全国大会で最優秀賞を受賞
した発表を参観し、各校の優れた実践を学習できたの
は大変良い機会となりました。次年度は鹿児島県で同
大会が開催されます。

●【経営科】海外研修を実施しました
　１１月５日（日）
から１３日（月）の
９日間、海外視察研
修が行われ、３年生
の小笠原　陽君、森
田岬君の２名が参加
しました。本校では
別海町酪農後継者を
育てる会（原井松純会長）と別海町のご支援のもと、３
年前よりカナダの酪農視察を実施しております。研修
ではロイヤルウインターフェアとケベック州の酪農場
２戸、オンタリオ州の酪農場を視察しました。世界最
高峰のウシ、先進的な農場は見応えが十分であるとと
もに、日本との大きな違いを実感させられるものとな
りました。参加した２名とも将来、酪農に関する職業
に就いた際にこの経験を活かしたいと話していました。
　
●【経営科】全国農業高校収穫祭に参加
　1１月１１日（土）、
１２日（日）に、大丸東
京店で開催された全国農
業高校収穫祭に参加し、
本校産の野菜や、乳加工
品を販売しました。本校
からは３年の大森　匠君、
中川　颯君が参加し、東京の百貨店での販売というこ
とで緊張感を持って接客をしていました。他校の販売
品を見たり、お客様の声を聞くことで参考となる部分
が多くあり、実り多い学習の機会となりました。

●【専攻科】後期授業風景
　１１月は学生が参加する研修会もなく、家業の方も
一段落ということで、落ち着いて平常の授業に取り組
んでいます。後期の授業は、酪農に精通した４名の先
生方が講師を務め、繁殖の
基礎から応用までを学ぶ
「乳牛繁殖学」、環境問題
と畜産の関係を理解すると
共に牛の糞尿を最大限に利
用して肥料購入費削減につ
なげる方法を学ぶ「糞尿利
用学」、帳簿簿記について
学ぶ「酪農経営管理学」が
展開されます。これに加え
て２年目学生はいよいよ修
了研究のまとめの時期。登
校時間前からプレゼンテー
ションに改良を加えたり、
担当教員と最後のデータ確認に取り組む姿が見られま
した。

●【専攻科】修了研究活動発表会
　１１月２７日（月）に専攻科ゼミ室を会場にして
「修了研究活動発表会」が
行われました。これは、２
年目学生が１年間自家の課
題解決のため、研究に取り
組んだ成果を発表するもの
です。今年度は、「光合成
細菌の制菌効果について」
「分娩後のＣａ摂取量向上と周産期病の低減」「初乳
が及ぼす影響～栄養価と疾病率」「乳房炎菌の同定に
よる牛舎環境の改善～体細胞数の減少に向けて～」
「我が家の労働環境と将来の経営について」と題して
５つの発表がありました。
それぞれ、育成牛舎内での
臭気測定実験の結果の考察、
周産期病予防と生産性の向
上を目指しての取り組み、
Ｆ１子牛への適切な初乳給
与が成長に与える影響、自
家の牛床の調査・分析、近い将来経営移譲された時の
労働環境について牛舎新築も視野に入れてのシミュ
レーションの結果を発表しました。関係機関から足を
運んでいただいた８名の先生方より｢この研究を今後
の経営に生かして欲しい｣、｢着眼点が良かった｣、｢今
後もサポートしていく｣との助言、講評をいただきま
した。お忙しい中お集まり下さった関係機関の方々に
この場をお借りして深くお礼申し上げます。

大会式典会場にて

ショーの様子

販売の様子

酪農経営管理学の様子

修了研究活動まとめの様子

修了研究活動発表会の様子

修了研究活動発表会の様子



 

自
己
紹
介

地
方
創
生
・
人
口
減
少
対
策

に
不
可
欠
な
農
協

北海道地域農業研究所だよ北海道地域農業研究所だより北海道地域農業研究所だより
　

４
月
号
か
ら
計
４
回
に
わ
た

り
、
こ
れ
ま
で
地
域
農
研
が
取

り
組
ん
だ
調
査
研
究
に
つ
い
て

報
告
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は

調
査
研
究
の
紹
介
は
一
休
み
し

て
、
地
域
農
研
が
実
施
し
て
き

た
「
出
版
助
成
事
業
」
を
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

出
版
助
成
事
業
は
「
特
に
地

域
に
根
ざ
し
た
実
践
的
な
研
究

を
行
う
も
の
を
選
考
し
、
そ
の

研
究
成
果
の
出
版
費
用
の
一
部

を
助
成
す
る
」
も
の
で
す
。
応

募
資
格
は
「
協
力
研
究
員
」
で

あ
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
地
域
農
研
の
調
査
研

究
事
業
に
協
力
頂
け
る
方
で
あ

れ
ば
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
問

い
ま
せ
ん
。（
助
成
金
額
総
額
の

上
限
は
年
間
100
万
円
）
平
た
く

言
え
ば
、
ど
な
た
で
も
Ｏ
Ｋ
と

言
う
こ
と
で
す
。
今
、
こ
れ
を

お
読
み
に
な
っ
て
い
る
皆
さ
ん

に
も
応
募
資
格
が
あ
る
と
言
う

こ
と
で
す
。

　

出
版
助
成
事
業
は
２
０
０
０

年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
18
年

目
を
迎
え
ま
す
。
応
募
が
な

か
っ
た
り
、
あ
る
い
は
「
選
考

委
員
会
」
を
通
ら
な
か
っ
た
な

ど
で
、
助
成
な
し
の
年
が
あ
っ

た
り
し
ま
し
た
の
で
、
過
去
17

年
で
17
件
以
上
と
は
な
ら
ず
、

13
件
の
著
書
に
助
成
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
高
く
評
価
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
近
年
で
は
、
２
０
１
４

年
度
に
助
成
し
た
２
件
『
バ
イ

オ
マ
ス
静
脈
流
通
論
』（
泉
谷
真

実
著
）
が
日
本
市
場
学
会
の
学

会
賞
に
、『
農
村
構
造
と
大
規
模

水
田
経
営
』（
細
山
隆
夫
著
）
が

農
業
問
題
学
会
の
学
術
賞
に
輝

き
ま
し
た
。
助
成
し
た
創
刊
物

に
は
表
紙
に
「
北
海
道
地
域
農

業
研
究
所
学
術
叢
書
」
と
明
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域

農
研
の
存
在
や
役
割
を
全
国
の

方
々
に
知
っ
て
頂
く
絶
好
の
機

会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
創
刊
の
『
北
海
道
か

ら
農
協
改
革
を
問
う
』
も
評
判

を
呼
び
、
今
年
の
「
准
組
合

員
」
を
巡
る
研
究
に
結
び
つ
い

て
い
ま
す
。
今
年
も
近
々
の
創

刊
を
目
指
し
、
最
後
の
追
い
込

み
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
近
年
、
出

版
状
勢
は
「
読
者
離
れ
」「
活
字

離
れ
」
な
ど
を
反
映
し
極
め
て

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
出

版
社
が
赤
字
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、「
日
本
学
術
振
興
会
の
創
刊

助
成
」
を
取
る
か
、「
学
生
数
の

多
い
大
学
の
教
科
書
に
採
用
さ

れ
る
見
通
し
」
が
な
け
れ
ば
出

版
は
難
し
い
と
言
わ
れ
る
ほ
ど

で
す
。
こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、

当
「
出
版
助
成
事
業
」
は
特
に

若
手
研
究
者
の
希
望
と
な
り
、

ま
た
若
手
研
究
者
の
養
成
に
大

き
な
役
割
を
果
た
す
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
ん
に
ち
は
。
地
域
農
研
次
長

の
鷹
田
（
た
か
だ
）
で
す
。
昭
和

53
年
か
ら
平
成
23
年
ま
で
ホ
ク
レ

ン
の
て
ん
菜
部
門
に
勤
務
し
て
お

り
ま
し
た
。
現
在
は
社
会
人
入
学

で
北
大
大
学
院
農
学
博
士
後
期
課

程
に
在
学
し
、
若
い
学
生
さ
ん
と

共
に
種
々
技
術
の
向
上
や
生
産
安

定
の
た
め
の
調
査
・
地
域
の
労
働

問
題
等
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
問
題
は
北
海
道
の
み
な
ら

ず
全
国
的
ま
た
世
界
的
問
題
で
も

あ
り
ま
す
。
特
に
最
近
は
少
子
化

問
題
も
加
わ
り
地
方
創
成
に
は
教

育
・
医
療
な
ど
生
活
イ
ン
フ
ラ
を

含
め
た
再
構
築
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

近
年
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
や
ド

ロ
ー
ン
・
日
本
独
自
の
人
工
衛
星

に
よ
る
高
精
度
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
新
技
術
が
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
近
い
う
ち
に
農
作
業
の
自
動

化
・
省
力
化
が
急
速
に
進
む
可
能

性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
地

域
の
生
産
流
通
及
び
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
農
協
・
関

係
機
関
と
連
携
し
、
地
域
活
性
化

の
た
め
、
各
種
研
究
を
推
進
し
て

参
り
ま
す
。
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

若
手
研
究
者
を
後
押
し
す
る
「
出
版
助
成
事
業
」

―

厳
し
い
出
版
状
勢
下
、
一
つ
希
望
の
光
か
？―
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Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動
内
容

を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の
時
々

の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に
定
期
的
に

お
伝
え
し
ま
す
。

　

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
北
大
と
の
連
携
協
定
を
締
結
】

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
と
北
海
道
大
学

は
、
食
と
農
を
中
心
と
す
る
幅
広
い
分
野

の
科
学
技
術
・
学
術
及
び
産
業
の
振
興
、
教
育
の
発

展
を
目
的
と
し
た
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

農
業
・
農
村
を
取
り

巻
く
様
々
な
課
題
に
対

応
す
る
べ
く
、
北
海
道

大
学
と
共
に
、
先
端
技

術
を
活
用
し
た
農
業
生

産
、
道
産
農
畜
産
物
の

価
値
創
出
、
地
域
社
会

づ
く
り
や
人
材
育
成
な

ど
の
面
で
連
携
・
協
力

関
係
を
築
き
な
が
ら 

「
力
強
い
農
業｣

と｢

豊

か
な
魅
力
あ
る
農
村｣ 

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
北
海
道
は
、
家
族

や
周
囲
の
人
へ
伝
え
た
い
こ
と
を

書
き
残
す
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」
の
セ

ミ
ナ
ー
を
初
開
催
し
ま
し
た
。（
10
月
・
札
幌

市
）
行
政
書
士
の
山
根
氏
が
相
続
・
遺
言
の

仕
組
み
等
を
解
説
後
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
は
遺
言
書
を
作
る
準
備
に
も
な
る
」
と
Ｊ
Ａ

バ
ン
ク
版
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
「
い
ま

か
ら
帳
」
の
書
き
方

を
紹
介
し
活
用
を
呼

び
か
け
、「
大
変
参
考

に
な
っ
た
」
等
、
参

加
者
に
ご
好
評
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

北
海
道
の
味
覚
を
一
堂
に
集
め

た
毎
年
恒
例
秋
の
イ
ベ
ン
ト
「
２

０
１
７
第
46
回
ホ
ク
レ
ン
大
収
穫
祭
」
を
札

幌
三
越
本
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
生
産
者
の

方
の
営
農
へ
の
こ
だ
わ
り
を
消
費
者
に
知
っ

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
消
費
者
の
方
が
ど

ん
な
こ
と
を
生
産
者
に
望
ん
で
い
る
か
を
知

り
あ
う
場
と
し
て
、

交
流
イ
ベ
ン
ト
「
食

と
農
の
ふ
れ
あ
い
広

場
」
を
開
催
。
Ｊ
Ａ

道
青
協
、
Ｊ
Ａ
道
女

性
協
の
役
員
の
皆
様

の
ご
協
力
も
あ
り
、

ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
大

盛
況
で
し
た
。

　

10
月
よ
り
、
地
域
貢
献
活
動
の

一
環
と
し
て
組
合
員
や
地
域
住
民

の
皆
さ
ま
に
Ｊ
Ａ
共
済
の
ロ
ゴ
入
り
反
射
材

付
き
帽
子
５
万
個
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
夜

間
で
も
運
転
者
が
歩
行
者
を
視
認
し
や
す
く

す
る
こ
と
を
目
的
に

全
道
Ｊ
Ａ
を
通
じ
て

順
次
配
布
し
、
交
通

事
故
未
然
防
止
と
根

絶
を
呼
び
か
け
ま
す
。

　

今
後
も
組
合
員
や

地
域
住
民
の
皆
さ
ま

が
安
心
・
安
全
に
暮

ら
せ
る
よ
う
、
地
域

貢
献
活
動
に
取
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住
民
の

皆
様
の
生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、

本
会
事
業
の
積
極
的
な
啓
蒙
推
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
広
報
誌
「
す
ま
い
る
」

を
発
行
し
て
お
り
ま

す
。
年
３
回
発
行
し

て
お
り
、
様
々
な
医

療
・
健
康
情
報
を
発

信
し
て
お
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

を
掲
載
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
是
非
ご
一

読
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
グループ
通
信

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

ホ
ク
レ
ン

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連
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9

ＪＡグループ北海道は、「道民と食と農でつながるサポーター５５０万人づくり」を通じて、ＪＡ
グループに共感し、ともに行動して頂ける仲間づくりを進めています。国が進める「准組合員利用
規制」の議論に待ったをかけるべく、組合員の皆で声を上げていきましょう。

准組合員について学ぶ（全４回シリーズ）

【最終回】JAのサポーターとしての准組合員

ＪＡグループ北海道が、「サポーター550万人づくり」を進め
ているって聞いたけど、どんな取り組みなのかな？僕らもサ
ポーターになれるかな。

　北海道で作られた農畜産物を食べることはもちろん、農業・農
協・農村を応援したいという想いを持って、ＪＡグループととも
に行動する仲間を「サポーター」と位置づけているよ。平成28年
12月にアンケートをしてみたら、北海道の農畜産物を優先的に食
べて、農業を応援したいと考える人が、道内には400万人もいる
計算で、准組合員数の28万人よりずっと多いんだ。

 ＪＡの広報誌やコミュニティ誌で、組合員の皆さんに紹介されている内容
を例に挙げると、特色のある色んな取り組みをしていることがわかるよ。
○地域協同活動（高齢者見守り、子ども食堂、移住者支援、街並み美化 等）
○地域インフラ（移動購買車、移動金融車、高齢者支援 等）
○地域食農教育（農業体験、出前授業、バケツ稲 等）
○地域連携事業（地域祭り等の催事、行政・漁協・商工会・企業・大学連携 等）
○情報発信（移住者・交流人口増加に向けた農と地域の魅力発信 等）

　ＪＡは、地域に住む組合員ニーズに応えるのが役割だからね。
「正・准組合員アンケート（平成29年11月以降実施予定）」などを
使って皆の期待に応えることで、「これからもＪＡは地域に必要だ
よね」と言ってもらえるよう頑張っていくよ。

道民のほとんどは食べるサポーターなんだ！僕もサポーターと
して行動したいけど、ＪＡは、地域でどんな協同活動にとりく
んでいるの？

ＪＡは、地域に根差した色んな協同活動をしているんだね。
僕も一緒に参加したいなぁ。

准組合員やＪＡの取り組みがよくわかったよ。僕もＪＡの協同
活動に参加しながら、准組合員の利用規制に反対の声を上げて
いくね。

平成29年8月　ＪＡ北海道中央会作成

生徒

先生
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第11回理事会報告　平成29年11月28日開催
議案第１号　　規程類の一部改正について
議案第２号　　固定資産（土地）の売却について
議案第３号　　特定組合員に係る営農計画見直しに伴うクミカン
　　　　　　　限度額の変更について

協議事項１　　平成30年度役員報酬に係る役員報酬審議会への諮
　　　　　　　問について
協議事項２　　表彰候補者の推薦について

報告事項１　　平成29年度専門委員会に係る懸案事項について
報告事項２　　第２四半期末監事監査に係る取りまとめ結果につ
　　　　　　　いて
報告事項３　　貸借対照表及び損益計算書（10月末）について
報告事項４　　組合員の動向（10月末）について
報告事項５　　職員の人事異動について
報告事項６　　理事者に対する根抵当権の追加設定について
報告事項７　　定款第57条第６項に基づく貸出金に係る理事会承
　　　　　　　認案件の処理状況について

報告事項８　　融資審査会の結果について
報告事項９　　平成29年度ＪＡ共済コンプライアンス点検結果に
　　　　　　　ついて
報告事項10　　総体的なリスク量管理について
報告事項11　　特定組合員実績（10月末）について
報告事項12　　平成29年度鳥獣被害防止総合対策事業の実施に係
　　　　　　　る設計変更について
報告事項13　　第33回根室産業フェスティバルの決算報告につい
　　　　　　　て
報告事項14　　平成28年度補正畜産・酪農収益力強化整備等特別
　　　　　　　対策事業に係る入札結果について
報告事項15　　販売事業実績（10月末）について
報告事項16　　平成29年度畜産・酪農収益力強化対策事業月別実
　　　　　　　績と計画について
報告事項17　　購買事業実績（10月末）について
報告事項18　　行事予定について
報告事項19　　第４回根室地区酪対役員会の結果について
報告事項20　　コンプライアンス処罰委員会の経過報告について

別海本所・支所
各本支所金融窓口
上　　春　　別
西　　春　　別
別　　　　　　海
根　　　　　　室
デ イ サ ー ビ ス
ホームヘルパー
サ ロ ン 遊 楽
配 食 サ ー ビ ス
上　　春　　別
西　　春　　別
別　　　　　　海
根　　　　　　室
別　　　　　　海
根　　　　　　室
上　　春　　別
西　　春　　別
別　　　　　　海
根　　　　　　室
上　　春　　別
西　　春　　別
中　　西　　別
上　　風　　連
Ａコープ上春別店

西 春 別 支 所 店

Ａコープ西春別店

別海本所・支所

コープさっぽろ

Ａコープ中西別店

Ａコープ上風連店

根　室　支　所

厚 床 事 業 所

31日㈰
休　業
休　業

休　業
休　業
休　業
休　業
休　業
正午まで
正午まで
正午まで
休　業
休　業
正午まで
休　業
正午まで
休　業
正午まで
正午まで
休　業
休　業
休　業

休　業

休　業

休　業

休　業

休　業

休　業

休　業

休　業

12月 1月
1日㈪
休　業
休　業

休　業
休　業
休　業
休　業
休　業
休　業
休　業
休　業
休　業
休　業
休　業
休　業
休　業
休　業
休　業
休　業
休　業
休　業
休　業

休　業

休　業

休　業

休　業

休　業

休　業

休　業

休　業

9時までの受付で午前業務
8時45分までの受付で午前業務
8時45分までの受付で午前業務
8時までの受付で午前業務

2日㈫
休　業
休　業

休　業
休　業
休　業
休　業
休　業
休　業
休　業
通　常
休　業
休　業
休　業
休　業
休　業
休　業
休　業
休　業
休　業
休　業
休　業

休　業

休　業

休　業

休　業

休　業

休　業

休　業

休　業

3日㈬
休　業
休　業

休　業
休　業
休　業
休　業
12:00まで
休　業
15:00まで
通　常
休　業
休　業
休　業
休　業
休　業
休　業
休　業
休　業
休　業
休　業
休　業

休　業

休　業

休　業

休　業

休　業

休　業

休　業

休　業

4日㈭
休　業
通　常
通　常
通　常
通　常
通　常
通　常
休　業
通　常
通　常
休　業
正午まで
15:00まで
通　常
休　業
休　業
休　業
休　業
休　業
休　業
休　業
休　業
休　業
休　業
休　業

通　常

休　業

通　常

通　常

休　業

休　業

通　常

休　業

5日㈮
休　業
通　常
通　常
通　常
通　常
通　常
通　常
休　業
通　常
通　常
通　常
15:00まで
15:00まで
通　常
15:00まで
休　業
休　業
休　業
15:00まで
休　業
休　業
通　常
15:00まで
15:00まで
休　業

通　常

通　常

通　常

通　常

15:00まで

15:00まで

通　常

休　業

6日㈯
休　業
休　業
通　常
通　常
通　常
通　常
通　常
通　常
通　常
通　常
通　常
通　常
通　常
通　常
通　常
休　業
通　常
正午まで
通　常
休　業
通　常
通　常
15:00まで
15:00まで

7日㈰
休　業
休　業
通　常
通　常
通　常
通　常
通　常
通　常
通　常
通　常
休　業
休　業
通　常
通　常
休　業
休　業
休　業
休　業
休　業
休　業
休　業
通　常
休　業
休　業

8日（月･祝）
休　業
休　業
通　常
通　常
通　常
通　常
通　常
通　常
通　常
通　常
休　業
通　常
通　常
通　常
休　業
休　業
休　業
休　業
16:00まで
休　業
休　業
通　常
休　業
休　業

事　務　所

人 工 業 務

ケアセンター

給　油　所

整 備 工 場

資 材 店 舗

Ａ コ ー プ

Ａ　Ｔ　Ｍ

年末年始スケジュール



乳牛

乳牛

初生
のみ

区　　分 10　　月 累　　計 脂肪率 無脂固形分率 補給金単価 ＦＡＴ単価 ＳＮＦ単価 乳質単価 乳代合計
314,085t

101.0%

65,791t

101.3%

29,526t

102.2%

7,617t

103.4%

5,224t

106.1%

12,588t

100.2%

4,097t

101.1%

2,226,487t

98.6%

466,795t

99.8%

208,567t

99.8%

53,417t

100.9%

36,516t

103.2%

89,870t

97.9%

28,763t

99.5%

3.99%

4.00%

4.04%

4.05%

4.04%

4.04%

4.01%

4.01%

4.04%

4.09%

4.05%

4.04%

4.08%

4.06%

8.83%

8.81%

8.79%

8.76%

8.79%

8.75%

8.78%

8.73%

8.80%

8.79%

8.79%

8.75%

8.81%

8.76%

7.85円

5.31円

7.85円

5.31円

7.85円

5.31円

7.85円

5.31円

7.85円

5.31円

7.85円

5.31円

7.85円

5.31円

37.09円

36.80円

37.51円

37.24円

37.50円

37.18円

37.20円

36.88円

37.47円

37.63円

37.58円

37.12円

37.84円

37.35円

52.02円

51.41円

51.77円

51.10円

51.77円

51.06円

51.69円

50.92円

51.82円

51.28円

51.77円

51.04円

51.88円

51.09円

3.73円

3.72円

3.78円

3.77円

3.73円

3.75円

3.77円

3.81円

3.72円

3.79円

3.72円

3.68円

3.73円

3.78円

100.46円

97.24円

100.68円

97.43円

100.62円

97.29円

100.28円

96.92円

100.63円

98.00円

100.68円

97.15円

101.07円

97.53円

10月 生乳生産・乳代単価情報

全　　道

前年(比)

根室管内

前年(比)

JA道東あさひ

前年(比)

西春別支所

前年(比) 

上春別支所

前年(比)

別海支所

前年(比)

根室支所

前年(比)

ホクレン市場カレンダー
根　

室

別　

海

上
春
別

西
春
別

種　

類
日月

8
番

7
番

6
番

5
番13日  

8
番

9
番

7
番

6
番18日  

9
番

8
番

7
番

6
番20日  

1
番

8
番

7
番

6
番27日  

2
番

1
番

9
番

7
番10日  

3
番

2
番

1
番

9
番17日  

9
番

1
番

8
番

7
番18日  

4
番

3
番

2
番

1
番24日  

6
番

4
番

3
番

2
番31日  

1　

月

12　

月

【全体運】自分に自信が持てそう。意見や
　アイデアがあるなら意欲的に主張して。
　過去に駄目だったことにも新たな変化が
【健康運】不規則な生活習慣を見直せば、
　恩恵多し
【幸運の食べ物】長ネギ

【全体運】インスピレーションがさえてい
　るので、ピンときたことはやってみるの
　が正解。人間関係は協調性をモットーに。
【健康運】回復へ。マッサージで血行を促
　進させて
【幸運の食べ物】タラコ

【全体運】知的好奇心を刺激される予感。
　体験教室や説明会に顔を出してみると手
　応えあり。趣味の集まりにも積極参加を
【健康運】リラックスすれば好調をキープ
　できます
【幸運の食べ物】ヒラメ

【全体運】何かとプレッシャーを感じる気配。
　深呼吸で気持ちを落ち着けましょう。また、
　人の意見には謙虚に耳を傾けて
【健康運】徐々に好転。体にいいことをする
　と◎
【幸運の食べ物】野沢菜

【全体運】レジャー運が活性化。気の合う
　仲間たちとにぎやかに過ごせそう。遠出
　のドライブやイベントへの参加も好結果に
【健康運】健康の話題にも注目を。好情報
　があるかも
【幸運の食べ物】小松菜

【全体運】ちょっとしたことでイライラし
　やすい傾向あり。笑顔を忘れずに。スト
　レス解消には、１人の時間を満喫して
【健康運】まめに動くと好変化が。散歩も
　お勧め
【幸運の食べ物】レンコン

【全体運】フットワークが軽くなり、チャ
　レンジ精神が旺盛になる月。行動範囲を
　広げていけば、うれしい驚きに出会えそう
【健康運】スポーツを始めて。気分転換に
　も効果的
【幸運の食べ物】サバ

【全体運】ゆったり過ごせる期間です。趣
　味や習い事に力を注ぐと、新たな発見が
　あるはず。プライベートを充実させて
【健康運】質の高い眠りを目指せば、体調
　アップへ
【幸運の食べ物】ダイコン

【全体運】行動力が高まり、アクティブに動
　き回れそう。やりたいことには積極的に挑
　戦を。ネットでの情報収集も幸運
【健康運】疲れをため込みがち。適度な休息
　が必要
【幸運の食べ物】水菜

【全体運】暗い気分になりやすいかも。気
　晴らしを心掛けて、好きなことに意識を
　向けましょう。ヒーリンググッズも有効
【健康運】オーバーワークに注意。のんび
　りが大事
【幸運の食べ物】クワイ

【全体運】ささいなことで、つまずきやす
　い時期。小さなミスにクヨクヨせず、ス
　パッと切り替えて。ギャラリー巡りにツキ
【健康運】きちんと自己管理を。食べ過ぎ
　は控えて
【幸運の食べ物】ミカン

【全体運】情緒不安定になりがち。身近な人
　たちに迷惑を掛けがちなので、気を付けて。
　玄関に花を飾るとリラックス可能
【健康運】気が緩みやすいかも。小さなけが
　に注意
【幸運の食べ物】キンメダイ

牡羊座
3/21～4/19

牡牛座
4/20～5/20

双子座
5/21～6/21

蟹座
6/22～7/22

獅子座
7/23～8/22

乙女座
8/23～9/22

天秤座
9/23～10/23

蠍座
10/24～11/22

射手座
11/23～12/21

山羊座
12/22～1/19

水瓶座
1/20～2/18

魚座
2/19～3/20

編　

集　

局　

か　

　

集　

局　

か　

ら

編　

集　

局　

か　

ら
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今
月
号
で
は
、
Ｊ
Ａ
の
お
仕
事

紹
介
と
し
て
営
農
部
長
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載
致
し
ま
し
た
。

自
身
も
新
規
就
農
を
目
指
し
て
い

た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
経
験
や
熱
意

で
就
農
希
望
者
を
親
身
に
応
援
す

る
姿
が
あ
る
の
だ
と
感
じ
、
編
集

に
携
わ
っ
た
私
も
職
員
と
し
て
の

あ
り
方
を
深
く
考
え
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず

か
と
な
り
ま
し
た
。
来
年
も
組
合

員
の
皆
様
に
と
っ
て
最
良
の
一
年

と
な
り
ま
す
こ
と
、
事
故
や
怪
我

の
な
い
よ
う
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま

す
こ
と
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

退 職 職 員
平成29年11月30日
生産部家畜改良課
　　　中　原　健　一
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